
高校生と大学生のための東大金曜特別講座

１．活動時期
：2023.4/14〜7/14(夏学期)

２．参加のきっかけ
：学年フロアに貼ってあるポス

ターを見て、自分の興味がある災
害関係の講座があって面白そう
だったので参加しました。

中学３年 男子生徒

３．参加した感想
①参加する前と後の変化
自分は全13講座のうち、『「不思議」なる災害認識 ──鴨長明『方丈
記』を読む──』と、『「美しい赤外光」のもつ可能性:分子を観る・操る』と、
『災禍を伝え継ぐ伝え継ぐ「場所」の地理学』の３つの講座を受けました。

東大の先生方がそれぞれの研究内容を中高生にもわかりやすく講義してく
ださるので、よく知らなかった分野の知識を深めることができました。また、
知らないことは正直にわからないと言う東大の先生方の見栄を張らない誠
実な姿勢から、研究者として、人として理想な姿勢を学ぶことができました。

②活動中の面白かったポイント

教養学部が主催している講座なので理系•文系の偏りがなく、自分が今ま
で知らなかった分野の講座を気軽に受けられます。自分は方丈記を読み
解く講座で作者の鴨長明を詳しく知り、文中の表現を掘り下げてみました。
ちょっとした表現から作者の災害に対する見方がわかるというのがまるで
謎解きのようで面白く、文学に興味を持つきっかけになりました。新しい分
野と気軽に出会えるのが面白かったポイントです。

４．今後参加する生徒に向けたアドバイス

：先生方の説明はとてもわかりやすくおもしろいので、東京大学の講座と
身構えずに自分の興味がある講座をぜひ受けてみてください。

東京大学の安田講堂
(講座自体はオンラインです)
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